
(1) 広報 長 房 住 民 脇

長肩話題★あれこれ
●記事は2・ 304頁にあります

五月橋の下はメタセコイアの化石株が       長房書道教室        補修、洗浄作業で生まれ変わった御陵橋

新しくなった南浅川の「飛び石」

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

長
房
地
域
住
民
協
議
会
会
長
　
　
松
葉
浩
充

昨
年
の
住
民
協

の
諸
活
動
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
の
為
、
そ
の
殆
ど
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

長
房
ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ
り
、
各
町
会

。
自
治
会
の
納
涼
祭
、

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
、
管
外
研
修
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
新
年
互
礼
会
な
ど
様

々
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
活
動
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

本
広
報
誌
の
発
行
も
制
限
し
ま
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
も
４
月
１３
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
休
館
と
な

り
、
再
開
館
後
も
人
数
制
限
や

マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
等
の
励
行

が
必
要
で
す
。
利
用
者
も
大
分
戻

っ
て
き
て
い
ま
す
が
活
動
を

取
り
や
め
た
グ
ル
ー
プ
も
み
ら
れ
ま
す
。

八
王
子
の
感
染
者
も
日
増
し
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
高

齢
者
の
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

今
私
は
こ
の
市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
人
た
ち
が
い
つ
も

安
全
で
、
安
心
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
キ
チ
ン
と
守
る
べ
き
こ
と
を
守

っ
て
活
動

さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
の
状
況
下
で
は
、
住
民
協

の
諸
行
事

へ
の
取
り
組
み
再
開

は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。
役
員
会
で
よ
く
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
進
め
て
参
り
ま
す
。
特
に
こ
い
の
ぼ
り
の
整
理
は
人
数
を

制
限
し
て
や

つ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
お
互
い
、
周
り
に
注
意
し
な
が
ら
、
先
ず
自
分

と
家
族
の
安
心
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町に移動マー

"卜
がやってきた

★長房地域住民協のホームページ………「長房市民センター住民協議会だより」で検索してください。
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広報 長 房 住 民 協

婦
　
　
南
裁
川
の
石
こ
ろ
採
Ｌ

東
記

・
２９

　

　

　

　

　

長
一房
町
会
　

伊
藤

完

前
号
の
散
策
記
で
長
房
丘
陵
が

扇
状
台
地
と
紹
介
し
ま
し
た
。　
一

億
年
程
前
の
中
生
代
白
亜
紀
の
地

形
の
変
動
の
た
め
で
し
た
。

そ
の
後
も
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
か

ら
押
し
上
げ
ら
れ
隆
起
し
て
多
摩

の
横
山
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

氷
期

・
間
期
の
繰
り
返
し
で
海
水

の
上
が
り
下
が
り
も
あ

っ
て
地
層

は
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

長
房
丘
陵
は
中
生
代
か
ら
六
千

六
百
万
年
前
の
新
生
代
に
入
り
針

葉
樹

・
被
子
植
物
が
繁
殖
し
て
，

イ
チ

ョ
ゥ
や
メ
タ
セ
コ
イ
ア
等
の

樹
木
に
覆
わ
れ
，
哺
乳
動
物
が
生

息
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
樹

木
が
、
気
候
の
変
化
等
で
川
や
湿

地
に
埋
ま
り
土
砂
に
覆
わ
れ
て
沈

滞
し
、
圧
力
と
地
熱
で
泥
岩
層
を橋の下の亜岩化した樹木

構
成
し
、
石
炭
化
さ
れ
た
り
、
桂

素
を
含
ん
で

「珪
化
木
」
、
チ
ャ
ー

ト
（岩
石
）
の
部
分
と
し
て
化
石
に

な
り
ま
す
。

人
王
子
の
化
石
と
言
え
ば
，
市

役
所
の
北
、
鶴
巻
橋
か
ら
北
浅
川

左
岸
を
上
流
に
進
み
、
南
浅
川
合

流
地
点
か
ら
砂
質
泥
岩
層
が
露
出

し
て
い
る
川
底
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
が
学
術
的
に
も
貴
重
な
メ
タ
セ

コ
イ
ア
の
切
り
株

含
一百
万
年
前

頃
）
の
化
石
が
露
出
し
た

「化
石

林
」
で
す
。

同
じ
現
象
の
も
の
が
市
営
長
房

第
二
団
地
近
く
の
二
月
橋
の
下
の

南
浅
川
に
も
樹
木
の
根
、
幹
の
化

石
を
含
ん
だ
泥
岩
層
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
も
新
生
代
三
紀
の
堆
積
層
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

琥珀の結晶が見つかるかも

長
び
く
水
害
の
修
理
と
河
川
維
持
工
事

泥
岩
層
は
水
を
通
し
に
く
い
た

め
川
本
来
の
川
底
に
な
り
ま
す
。

今
の
渇
水
期
で
は
、
水
の
流
れ
は

砂
利
層
の
下
を
伏
流
し
ま
す
。

そ
の
後
三
十
万
年
前
頃
か
ら
富
士

山
な
ど
の
火
山
が
噴
火
を
繰
り
返

し
て
火
山
灰
を
大
量
に
降
ら
せ
、

長
房
丘
陵
が
含
ま
れ
る
地
域

一
帯

を
覆
い
ま
す
。
そ
れ
が
関
東

ロ
ー

ム
層
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
何

万
年
も
の
経
過
で
雨
水
の
浸
食
、

自
然
の
倒
壊
を
経
て
現
在
の
地
形

に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
ま
水
の
少
な
い
南

浅
川
に
降
り
て
、
石
こ
ろ
の
中
か

ら
樹
木
の
化
石
を
探
し
て
下
さ
い
。

運
が
良
け
れ
ば
化
石
の
中
に
潜
ん

で
い
る
琥
珀
の
結
晶
も
見

つ
か
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
　
真

っ

黒
い
石
こ
ろ
を
探
し
て
下
さ
い
。

御
陵
橋
は
補
修
・洗
浄
で
生
ま
れ
変
わ
る

南
浅
川
橋

（通
称
御
陵
橋
）

が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
昭

和
元
年
に
木
橋
と
し
て
架
設
さ

れ
、
昭
和
Ｈ
年
に

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ア
ー
チ
式
橋
に
架
け
替
わ
り
、

平
成
元
年
に
は
最
初

の
補
修

・

洗
浄
、
そ
し
て
昨
年
、
令
和
２

年
に
は
再
び
入
念
な
補
修

。
洗

浄
作
業
が
行
わ
れ
、
御
陵
参
道

の
橋
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

こ
の
御
陵
橋
の
少
し
川
上
に
、

可
昨
年
の
台
風
で
流
さ
れ
た
飛

び
石
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

修
理
で
は
石
を
置
く
だ
け
で
な

く
根
元
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

南浅川の水無瀬橋付近

め
、
石
の
間
隔
を
狭
く
し
た
よ

う
で
、
そ
の
せ
い
か
子
ど
も
た

ち
や
大
連
れ
の
散
歩
な
ど
で
、

以
前
よ
り
こ
こ
を
渡

つ
て
み
る

人
は
増
え
た
よ
う
で
す
。

崩
れ
た
土
手
や
遊
歩
道
な
ど

の
修
理
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

台
風
１９
号
の
傷
跡
は
い
ま
だ
浅

川
周
辺
に
残

っ
て
い
ま
す
。

橋
桁
ご
と
流
さ
れ
た
睦

（む

つ
み
）
橋
は
今
年
３
月
ま
で
に

設
計
を
ま
と
め
、
施
工
は
そ
れ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
浅
川

下
流
の
護
岸
に
張
リ
ブ

ロ
ツ
ク

を
設
置
す
る

河
川
維
持
工
事

な
ど
も
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

中
郷
町
会
　
峯
尾
成
夫

長
房
台
自
　
古
見
吉
男
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広報 長 房 住 民 脇

躙

一緒にいかがですか
早朝ラジオ体操

長房団地 江藤千代子さん

寿会のラジオ体操は開始から12年余 りに

なります。月曜 日から金曜 日まで、 (土・

日曜・祝 日は休み)朝 7時 より長房郵便局

前の中央公園にて毎日行ってお ります。

夏休みには近隣の子ども達を対象に夏休

み子どもラジオ体操も開催 しています。

今年は新型コロナウイルスの影響で子 ど

も達の元気な姿をみることが出来ませんで

したが、大人の方は常時二十名位が参加 さ

れています。

毎 日参加 される方々は第一にご自分の健

康のため、そして皆さんとのコミュニケー

ション又は認知症の予防のため等頑張つて

参加されています。

6月 から93歳の女性が友人のお誘いでラ

ジオ体操に参加 しています。 「体操に通 う

ようになり体調も良くなり散歩の時間も楽

しみです」と元気な様子です。

コロナウイルスのための対策は三密を避

けてマスク着用を厳守 してお ります。いつ

の日か新型ウイルスも終息を迎えることが

くるでしょうが、ウイルスに負けない丈夫

な身体を作るためにもラジオ体操は欠かせ

ないものと信 じてこれからも皆さんと頑張っ

ていきたいと思います。

是非皆様も朝の清々しい空気の中で一緒

にラジオ体操を始めてみなせんか ? 昨今

人生百年 といわれる時代です、ラジオ体操

はどなたにも気軽にできる全身運動です、

少 しでも長 く気持ちのいい一 日が過ごせる

事を願つて毎 日続けています、ぜひ一度い

らしてくださいお待ちしてお ります。

(坦 )西団地連合 自 小岩 博

チ
ャ
ー
ト
（硬
い
岩
石
）
の
か
け
ら

で
す
。
割
れ
日
に
二
酸
化
桂
素
を

含
ん
で
白
い
石
英
が
見
え
る
も
の

等
も
あ
り
ま
す
。

茶
褐
色
で
木
目
が
見
え
る
石
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
ミ
ニ
石
盆
で
も

造

っ
て
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

¨
都
営
住
宅
団
地
跡
の
。
大
型
開
発
は
順
調

一
　

ス
ー
パ
ー
も
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
も
今
春
開
店

Ｆ

・
１

・
―

・
口

・
―

・
―

●
―

バ
ス
乗
降
場
所
は
、
長
房
都
営
団

地
内
に
４
か
所
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
関
係
自
治
会
も
こ

れ
に
協
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。

西
ア
パ
ー
ト
連
合
　
西
山
典
明

町
の
御
用
聞
き
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
タ
ッ
ト

週
２
回
ほ
ど
、
設
定
さ
れ
た
時

間
帯
に
車
で
巡
回
し
て
も
ら
え
る
、

移
動
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ツ
ト
に
地

元
は
重
宝
し
て
い
ま
す
。

船
田
町
会
で
は
昨
年
９
月
か
ら

こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

傾
斜
地
が
多
い
こ
の
町
に
は
嬉
し

い
企
画
で
し
た
。

な
食
料
品
、
日
用
品
な
ど
た

つ

ぷ
り
と
積
載
し
て
や

つ
て
き
ま

す
。
な
か

っ
た
商
品
は
頼
ん
で

お
け
ば
次
回
に
届
け
て
く
れ
る

と
い
う
御
用
聞
き
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
特
に
高
齢
者
に

は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

船
田
町
会
　
平
田
哲
男

旧
都
営
長
房
第
２
団
地
の
跡
地

に
建
設
が
進
ん
で
い
る

「
ア
ル
プ

ス
長
房
店
」
は
、
４
月
か
ら
の
開

店
、

「カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
長
房
店
」

は
５
月
か
ら
の
開
店
に
向
け
て
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
１２
月
初
め
、
ア
ル
プ
ス
よ

り
近
隣
の
都
営
団
地
自
治
会
代
表

に
説
明
が
あ
り
、

「
４
月
の
新
店
舗
開
店
前
に
現
在

の
店
舗
の
除
却
を
先
行
さ
せ
、
開

店
後
の
交
通
の
安
全
等
を
は
か
り

た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

除
却
工
事
と
新
店
舗
開
店
の
期

間
は

「散
田
店
」

へ
の

「買
い
物

バ
ス
」
を
運
行
し
て
利
便
を
は
か

り
た
い
。
１
日
３
回
運
行
予
定
の
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型
車
と
は
い

え

日
常
必
要

北浅川の泥岩層「化石林」

4月 開店予定のスーパーマーケット

人気の移動スーパー
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広報 長 房 住 民 協 (4)

センター利用グループの紹介(10)

■

長房書道教室

: 古川 りう子 さんの薦めで、初心者五名でスター トした
:

:教室も、五年 目になり現在七名.毎月 2回第一、第二土 :

:曜 日午後から稽古。小宮や立川からの会員もいます。  :
:  毎日展審査会員の山保櫻華先生の丁寧な御指導のもと、 :
i和気あいあいと取 り組んでいます。楷書・行書・草書・

i

:動 許 }紺 、lミニよ、i席弄 盪 ヒトFttζ :

:てみませんか?   申込みはセンターまで (松葉) :
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の方々をお誘いして今回は、八王子市が都内

で初めて「日本遺産」に登録されましたので

「桑都物語」に関秘 長房の話、ウか■じ″猫ト

スの散田地域をご案内の予定です。

○日時 ;コ ロナ禍のため未定、後日お知らせします。

○コース ;長房市民センターに集合 して、交通公園

横の通りから「真覚寺」、「高宰神社」、「万葉公園」
「黒木開戸公園」を巡り市民センターに 戻 ります。

○参加 自由、無料、予約不要、 (セ ンターに 9時ま

でにお集まりの方をメンバーとします)

○歩きやすい服装、履物、飲み物をご用意下さい。

○新型コロナウイルス感染拡大防止ため、基本的

にマスク着用と密にならないようお願いします。

○長房地域住民協議会活動の一つとして、ご案内

は 「ふれあい」編集委員の伊藤 完 (長房町会)が

担当します。

市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
植
木
の
剪
定

（
９
月
２８
日
）
計
１０

名
の
参
加
で
、
剪
定
作
業
、
草
取
り

を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
と
喜
ば
し
い
声
を

頂
き
ま
し
た
。

②
こ
い
の
ぼ
り
用
竹
さ
お
の
整
理

（
１０
月
２
日
）
傷
ん
だ
り
虫
食
い
の

あ
る
も
の
を
選
別
し
、
ｌ

ｍ
位
に
切

断
、
約
１
８
０
キ
ロ
を
戸
吹
で
処

理
し
ま
し
た
。

③
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
自
線
引
き
直

し
を
実
施
し
ま
し
た
。

（１０
月
１２
日
）

④
セ
ン
タ
ー
体
育
室
の
雨
漏
り
対

策
工
事
、
天
丼
部
カ
ー
テ
ン
レ
ー

ル
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

（１２
月
）

②
③
は
長
房
台
自
治
会
古
見
会

長
、
梶
原
副
会
長
に
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
　
　
（松
葉
）

住
民
協
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会

‐２
月
５
日
住
民
協
連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
る
講
演
会
が
エ
ル
シ
イ

に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ

は
、

「新
型

コ
ロ
す

。
増
大
す
る

災
害
～
今
、
求
め
ら
れ
る
共
助

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
地
域
は
何
を
す
べ

き
か
～
」

講
師
は
合
同
会
社
フ
オ
ー
テ
イ

Ｒ
＆
Ｃ
代
表
、
水
津
陽
子
氏
で
し

た
。
先
ず
感
想
、
　
尺
「
ま
で
の
講

演
会
で

一
番
参
考
に
な
り
大
変
よ

か

っ
た
」
と
複
数
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の

「住
民
協

活
動
及
び
運
営
の
課
題
」
に
よ
り

私
達
の
課
題
も
把
握
さ
れ
て
め
講

演
会
で
し
た
。

全
国
各
方
面
の
地
域
活
動
、
災

害
で
の
取
り
組
み
活
動
、　
コ
ロ
ナ

禍
で
の
取
り
組
み
な
ど
実
例
を
も

と
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
活
動

で
も

地
域

の
人
達
が
思

っ
て
い
る
こ
と
等

を

ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
把
握
し
た
り
、

若

い
人
た
ち
に
は

ラ
イ

ン
に
よ
り
適

時
理
解

し
て
も
ら

う
等
、
次
世
代

の

人
た
ち
が
参
加

し

や
す

い
状
況
を
作

る
事
な
ど

い
ろ

い

ろ
考
え
さ
せ
ら
れ

る
事
案
が
あ
り
ま

し
た
。　
　
然
い葉
）

第8回 目になります。『長房周辺散策記』読者

L。 _。 _.‐ ■日■日■日■口 ,‐ ●‐ =‐ ●‐●‐■‐ ]‐ ■日■‐■‐ ]‐ =‐ ■口 ]‐ ■』 前回のウォーク 令和2年 2月 8日 出羽山公園
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長肩ふれあいウォークの予定
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